
毎
週
金
曜
日
に

裏
千
家
の
茶
道
を

稽
古
し
て
い
る
茶

道
部
が
お
茶
会
を

開
い
た
。

部
長
の
長
谷
川
心

菜
さ
ん
（
２-

１
）

は
亭
主
の
補
佐
を

す
る
半
東
を
務
め

た
。
お
茶
や
お
菓

子
を
運
ぶ
だ
け
で

な
く
、
客
人
が
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
、

お
花
や
お
茶
の
名
前
な
ど
を
覚
え
、

会
話
が
弾
む
よ
う
心
が
け
た
。
部
員

は
３
年
生
２
名
、
２
年
生
４
名
で
、

１
年
生
の
入
部
を
待
っ
て
い
る
。

病
・
弾
圧
は
ね
の
け
旺
盛
に
詩
作

一
九
三
〇
年
（
29
歳
）
上
京
後
の
生

活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。
家
族
三
人

が
病
気
で
生
活
は
困
窮
し
た
。

一
九
三
一
年
（
30
歳
）
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
詩
人
会
に
加
入
す
る
。
翌
年
、
こ

れ
が
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟

（
ナ
ル
プ
）
に
発
展
す
る
。
秀
雄
も

参
加
し
、
政
府
の
弾
圧
が
激
し
く
検

挙
さ
れ
、
29
日
間
拘
留
さ
れ
る
。

一
九
三
三
年
（
32
歳
）
小
林
多
喜
二

が
拷
問
死
し
、
知
ら
せ
を
受
け
て
、

駆
け
つ
け
逮
捕
さ
れ
、
２
回
目
の
29

日
間
の
拘
留
を
受
け
る
。
電
灯
も
止

め
ら
れ
る
ほ
ど
の
貧
乏
の
ど
ん
底
時

代
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
ソ
ク
の
下
で

旺
盛
に
詩
作
を
続
け
た
。

「
馬
上
の
詩
」
「
し
ゃ
べ
り
捲
れ
」

一
九
三
四
年
（
33
歳
）
詩
誌
『
詩
精

神
』
創
刊
。
「
馬
上
の
詩
」
「
し
ゃ

べ
り
捲
れ
」
な
ど
多
く
の
作
品
を
発

表
。
弾
圧
さ
れ
沈
滞
し
て
い
た
詩
壇

に
新
風
を
送
る
。
画
家
と
の
交
流
を

深
め
、
ア
ト
リ
エ
に
通
い
、
墨
汁
で

竹
ペ
ン
画
な
ど
を
描
く
。

一
九
三
五
年
（
34

歳
）
第
１
詩
集

『
小
熊
秀
雄
詩
集
』
耕
進
社
よ
り
出

版
。
こ
の
年
、
「
生
涯
に
身
の
丈
ほ

ど
の
詩
集
を
積
み
重
ね
た
い
」
と
の

意
気
込
み
で
長
編
詩
を
精
力
的
に
書

く
。
風
刺
詩
人
、
漫
画
家
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
「
サ
ン
チ
ョ
・
ク
ラ
ブ
」

に
加
入
、
機
関
誌
「
太
鼓
」
の
同
人

と
な
る
。
壺
井
繁
治
、
中
野
重
治
ら

も
参
加
。

詩
壇
に
影
響
力

一
九
三
六
年
（
35
歳
）
読
売
新
聞
に

「
文
壇
風
刺
詩
」
を
連
載
、
好
評
を

得
る
。
発
表
紙
誌
が
広
範
に
な
り
10

誌
以
上
に
詩
、
小
説
、
評
論
、
エ
ッ

セ
イ
を
発
表
す
る
。
稿
料
が
入
る
よ

う
に
な
り
、
生
活
は
や
や
安
定
す
る
。

風
刺
詩
興
隆
の
波
に
の
り
、
小
熊
の

詩
風
は
詩
壇
に
影
響
を
持
ち
始
め
る
。

９
月
、
池
袋
美
術
家
ク
ラ
ブ
第
１
回

展
に
「
あ
い
び
き
」
を
出
品
。

戦
時
下
の
言
論
統
制

一
九
三
七
年
（
36
歳
）
池
袋
で
ペ
ン

画
の
個
展
を
開
く
。
左
翼
系
文
学
雑

誌
の
廃
刊
が
相
次
ぎ
、
発
表
の
場
が

狭
ま
る
。
７
月
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ

た
後
は
稿
料
も
あ
ま
り
期
待
で
き
な

い
帝
大
、
慶
應
、
早
稲
田
他
の
大
学

新
聞
に
美
術
評
論
、
詩
、
エ
ッ
セ
イ

等
を
寄
稿
す
る
。

一
九
三
八
年
（
37
歳
）
４
月
か
ら
６

月
、
旭
川
に
帰
省
、
旭
川
新
聞
に

「
旭
川
風
物
詩
」
連
載
。
帰
京
後
、

初
め
て
喀
血
。

「
流
民
詩
集
」
『
火
星
探
検
」

肺
結
核
で
逝
去

一
九
四
〇
年
（
39
歳
）
『
現
代
文
学
』

に
拠
り
「
流
民
詩
集
」
他
発
表
。
11

月
１
日
よ
り
14
回
に
亘
り
、
「
問
題

の
日
本
画
家
」
を
『
国
民
新
聞
』
に

連
載
。
旭
太
郎
名
で
原
作
を
書
い
た

Ｓ
Ｆ
漫
画
『
火
星
探
検
』
ほ
か
出
版
、

翌
年
以
降
原
作
３
作
、
案
１
作
の
漫

画
も
出
版
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
印
税
が

後
、
遺
族
の
生
活
の
大
き
な
糧
と
な
っ

た
。
11
月
20
日
、
肺
結
核
の
た
め
、

逝
去
。
12
月
に
『
現
代
文
学
』
で
追

悼
号
が
出
る
。

（
小
熊
秀
雄
詩
集
『
長
長
秋
夜
』
小
熊
秀

雄
賞
市
民
実
行
委
員
会
編
よ
り
抜
粋
）
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熊
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(3)
詩
壇
に
新
風

生
活
苦
、
拘
留
さ
れ
て
も
表
現
の
自
由
追
求

㉓

27
歳
で
上
京
し
て
39
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
12
年
間
、
小
熊
秀
雄
は
ど
ん
な
人

生
を
送
り
、
作
品
を
残
し
た
の
か
を
調
査
し
た
。
（
作
品
は
青
空
文
庫
で
読
め
る
。
）

「
結
構
な
お
点
前
で
」

お
茶
を
点
て
る
所
作
に
注
目
。

お
茶
を
運
ぶ
動
作
も
美
し
く
。

馬上の詩（一部抜粋）

わが大泥棒のために

投縄を投げよ

わが意志は静かに立つ

その意志を捕えてみよ。（中略）

ただ私の大泥棒の仕事は

馬上で詩をつくること、

先駆を承わること、

前衛たること、

勇気を現わすことにつきる。

（後略）


